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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
第
二
年
次
お
木
曳
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

地
元
奉
曳
団
や
全
国
各
地
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
一
日

神
領
民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
賑
々
し
く
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
い
に

伊
勢
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
不
正
問
題
な
ど
、
残
念
な

出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
宇
治
山
田
商
業
高
等
学
校
の

甲
子
園
で
の
熱
戦
や
、
東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
の
野

口
み
ず
き
選
手
の
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
五
輪
予
選
で
の
水
本

裕
貴
選
手
の
活
躍
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
明
る
い
話

題
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、「
伊
勢
市
あ
し
た
の
プ
ラ
ン
」

推
進
元
年
と
位
置
づ
け
た
平
成
19
年
度
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た
事
業
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
事
業
化
あ
る
い
は
検
討
に
着
手
す
る
な

ど
、
概
ね
計
画
ど
お
り
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
は
、
さ
ら
に
歩
を
進
め
、
事
業
を
着
実
に
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
、
伊
勢
市
は
、
平
成
25
年
の
ご
遷
宮
に
向
け
て
、

大
い
に
追
い
風
を
受
け
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
、
将
来

に
つ
な
が
る
伊
勢
の
ま
ち
の
基
礎
を
つ
く
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
春
就
航
予
定
の
海
上
ア
ク
セ
ス
は
、
国
内
外
の
方
々

を
こ
の
地
域
に
お
招
き
す
る
、
観
光
振
興
の
起
爆
剤
に
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
を
核
と
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
や
企
業
誘
致
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
消
防
力
の
強
化
、

高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

よ
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
安
定
し
た
行
財
政
運
営
の
た
め
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
に
迎
え
た
こ
の
一
年
も
、
皆
さ
ま
が
誇
り
を
持
て

る
よ
う
な
伊
勢
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
が
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

伊
勢
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

新　年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

緩
や
か
な
景
気
の
拡
大
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地

方
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
実
感
し
難
く
、
昨
年
来
の
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
石
油
を
原
材
料
と
す
る
製
品
を
は

じ
め
、
新
年
早
々
に
様
々
な
生
活
関
連
物
資
の
値
上
が
り

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
日
常
の
生
活
に
対
す
る
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
学
級
数
の
減
少
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
か
か
る
新

制
度
の
施
行
な
ど
様
々
な
場
面
で
少
子
高
齢
化
を
実
感
す

る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
き
ま
し
て
、
地
方
の
自
治
・
自

立
を
図
り
新
た
な
手
法
に
よ
り
ま
ち
を
活
性
化
し
て
い
く

こ
と
が
地
方
都
市
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
地
方
分
権
を
進
め
て
い

く
上
で
欠
か
せ
な
い
施
策
と
い
た
し
ま
し
て
地
域
内
分
権

が
ご
ざ
い
ま
す
。
伊
勢
市
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年
か
ら
地

域
内
分
権
推
進
課
を
設
置
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
検

討
に
参
加
す
る
な
ど
、
新
し
い
地
域
自
治
の
在
り
方
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
会
議
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
昨
年
か
ら
議
案
質
疑
、

一
般
質
問
に
新
し
い
試
み（
一
問
一
答
制
）を
導
入
い
た
し

ま
し
て
、
少
し
で
も
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
を
昨
年

12
月
に
設
置
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
34
名
の
議
員
定
数
を

削
減
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
伊
勢
の
将
来
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
活
力
み
な

ぎ
る
伊
勢
市
の
建
設
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
信
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
は
、
中
部
国
際
空
港
と
宇
治
山
田
港
を
結
ぶ
航
路

の
運
航
も
始
ま
り
ま
す
。
新
し
い
交
通
手
段
の
整
備
に
よ

り
ま
し
て
、
国
内
に
限
ら
ず
海
外
か
ら
も
多
数
の
方
々
の

ご
来
勢
、
観
光
・
産
業
の
進
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

活
力
み
な
ぎ
る
伊
勢
市
の

建
設
の
た
め
、
全
力
を
傾
注

謹　賀　



進修小５年

井上僚太さん
僕の夢は、

ゲームクリエー

ターのデザイナー

です。デザイナーになって恐

いモンスターやかっこいい武

器などをデザインしたいで

す。そのために勉強して夢を

実現させたいです。

修道小６年

梅田夕姫未さん
私の夢は、看

護師になることで

す。私も母と同じ道

に進みたいのです。母は今、

看護師になる夢に向かってが

んばっています。私も母と一

緒に病気の人の力になりたい

と思います。

有緝小６年

阿竹健二さん
僕の将来の

夢は、ゲームプ

ログラマーになる

ことです。スクウェアエニッ

クスのゲームが好きなので、

そこに入りたいと思っていま

す。がんばって勉強して入り

たいです。

早修小５年

宇田爽華さん
私の夢は、世

界の国々の歴史

や文化を調べなが

ら旅する事です。そして、友

達をたくさん作りたいです。

夢をかなえるために、色々

な事にチャレンジしていきま

す。

明倫小５年

中頭理呼さん
私は将来、

美容師かマンガ

家になりたいで

す。その理由は、みんなのか

みをきれいにしたいからと、

私は絵を描くのが好きなの

で、みんなに私の絵を見てほ

しいからです。

厚生小６年

畑勇吉さん
ぼくの夢は、

機械にかかわる

仕事をすることで

す。理由は、お父さんが設備

の仕事をしていて一人では大

変そうなので、早く大人にな

ってお父さんの仕事を手伝い

たいからです。

神社小５年

大西可奈子さん
私の夢は保育

士です。私は小さ

い子のめんどうを見

るのが好きだからです。私が

なりたい先生はみんなにすか

れていて明るくて元気な先生

です。とても楽しい保育園に

したいです。

中島小５年

山田健斗さん
ぼくの夢は、

大リーガーにな

ることです。

イチロー選手のように子供

たちに夢と感動を与えられる

選手になりたいです。

今、夢に向かって一生懸命

練習中です。

大湊小６年

加藤大暉さん
将来は、医師に

なりたいと思ってい

ます。

相手の立場になって考え、患者

に信頼される医師を目指します。

治らないといわれている病気の

治りょう法を見つけたいです。

佐八小５年

中口愉里加さん
私の夢は、看護

師になる事です。気

分が悪い人を元気にし

たり、ケガした人を手当てしたり

してあげたいです。

病院に来てくれた人全員が、明

るく笑顔で帰ってほしいです。

宮山小６年

増田航太朗さん
ぼくの夢はプロ

野球選手になること

です。目標は、金本選

手や上原選手です。プロ野球選手

になっても感謝の気持ちを忘れず

にプレーをしていきたいと思いま

す。

浜郷小５年

中川莉緒さん
私の夢は、獣医

になることです。

理由は、私は、動物

が好きなので、犬やねこやその他

の動物の病気やけがを治したいな

と思ったからです。

子年
ねずみどし

生まれの小学生に
将来の夢を聞いてみました。
みんなの夢がかないますように…。
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今一色小５年

大田航佑さん
ぼくの将来

の夢は、甲子園

に行って、プロ野

球選手になる事です。なぜか

というと、今、少年野球をや

っていてすごく楽しいからで

す。これからも練習などを頑

張っていきたいです。

小俣小６年

西村真裕さん
将来の夢は、

歯科衛生士にな

ることです。歯を

治して、健康な歯の人を増や

したいです。そして、「あり

がとう」と言ってもらえる歯

科衛生士になれるように、が

んばりたいです。

明野小６年

三宅敦也さん
ぼくの夢は、

野口みずき選手

と同じ種目のマラ

ソン選手になることです。

マラソンの大会で優勝し、

オリンピックでも優勝をとれ

るような選手になりたいです。

御薗小５年

佐久間香奈さん
私の夢は、陸

上の選手です。野

口みずき選手みたい

な陸上の選手をめざしていま

す。１００ｍ走やリレーで活

やくしたいです。みずき選手

みたいに努力してがんばろう

と思いました。

東大淀小５年

北村守弥さん
ぼくの夢は

プロ野球選手に

なることです。理

由は、阪神タイガースの金本

選手にあこがれているからで

す。がんばってあんな選手に

なりたいです。

城田小５年

倉井冴さん
私の夢は、

トリマーになる

事です。私は、イ

ヌやネコなどの動物が大好き

で、保育園のときからトリマ

ーになりたいと思っていまし

た。その夢を実現させたいと

思います。

上野小６年

田岡尚さん
ぼくは、大

工になりたい。

小さい頃から、な

にかを作ったりするのが好き

だったから。

だから、いっぱい勉強して、

大工になる。そして、みんな

が喜んでくれる家を建てる。

二見小５年

里田梨香さん
夢は、保育

士になることで

す。

元気でやさしい先生にあこ

がれています。私も、そんな

先生になりたいです。だから

今は、ピアノをならっていま

す。

四郷小５年

谷口裕斗さん
ぼくの夢は医者

になることです。三

年生の時に、じいちゃ

んを亡くしました。それを見ても

う死ぬのを見たくないと思ったか

ら、医者になって人を助けたいと

思いました。

豊浜東小５年

辻きらりさん
私は、バレーの

選手になりたいで

す。「ナイスサーブ。」

サーブが、きまると、とても気持

ちがいいです。今はまだへただけ

ど、かっこいい選手になれるよう

にがんばりたいです。

豊浜西小５年

稲田紗希さん
私の将来の夢、

それは学校の先生。

家族や友達が何を言お

うと先生をあきらめるつもりはあ

りません。それは、あこがれの先

生がいるから、だから何があって

もあきらめない。

北浜小５年

濱口梨穂さん
小さな命を守る

小児科医になりたい

です。

ある先生に、病気を治してもら

った時、感謝の気持ちでいっぱい

でした。なるのは難しいけど、好

かれる小児科医になりたいです。
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産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性

市
が
発
展
を
続
け
、
市
民
が

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇

用
の
安
定
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
市
内
の
製
造
業
は

中
小
零
細
企
業
が
多
く
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
情
報
化

の
進
展
、
市
場
競
争
の
国
際
化

な
ど
、
近
年
の
大
き
な
社
会
構

造
の
変
革
に
よ
り
、
地
域
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
古
く
か
ら
も
の
づ

く
り
支
援
施
設
と
し
て
工
芸
指

導
所
を
設
置
し
、
地
域
産
業
の

振
興
に
大
い
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
が
、
河
川
改
修
に
伴
い
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
の
産
業

振
興
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
、
新
た
に
「
伊
勢
市
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
、
ハ

ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
で
連
携
の

と
れ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
産
業
の
振
興
、
起
業
家
の

支
援
、
企
業
間
連
携
の
た
め
の

情
報
発
信
、
伝
統
工
芸
の
振
興

な
ど
の
、
「
内
発
型
事
業
（
地

域
産
業
の
活
性
化
）」を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
奨
励

制
度
を
活
用
し
た
企
業
立
地
の

促
進
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の

「
誘
致
型
事
業
（
企
業
誘
致
活

動
）」
を
推
進
し
、
効
果
的
な
地

域
産
業
の
振
興
を
行
い
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

集
積
、
雇
用
の
確
保
・
創
出
を

図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

目
標
高
く
、起
業
し
ま
せ
ん
か
! !

施
設
利
用
者
を
募
集

市
で
は
、
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
内
の
起
業
家
支
援
室
お
よ
び

起
業
準
備
支
援
室
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
Ｂ

Ｉ
）
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ｂ
Ｉ
と
は
、
成
長
の
見
込
み

が
高
い
と
思
わ
れ
る
新
た
な
事

業
を
効
率
良
く
事
業
化
す
る
た

め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
起
業
支
援
専

門
員
）
が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
で
起
業
家
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
支
援
シ
ス
テ
ム
で
す
。

起
業
家
支
援
室
や
起
業
準
備

支
援
室
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

１
月
４
日

（金）
〜
31

日
（木）
に
、
申
請
書
・
事
業
計
画

書
（
起
業
準
備
支
援
室
を
希
望

す
る
人
は
事
業
概
要
書
）
を
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
へ

※
申
請
書
な
ど
は
、
同
準
備
室

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

c
ity

.ise
.m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

産業支援センター準備室（1@15569）

市
で
は
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
な
る

「
伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
て
お
り
、
平
成
20
年
４

月
の
開
設
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

至　松阪 

至　内宮 

至
　津
・
関 

至
　伊
勢
市
街 

至
　鳥
羽 

至
　鳥
羽 

光の街 

伊勢 
総合病院 

県営サンアリーナ 県営サンアリーナ 

伊勢市産業 
支援センター 

42

23

県産業支援センター・三重大学・
県科学技術振興センターなど 

産業支援センター運営協議会・ 
伊勢商工会議所・小俣町商工会 

連携 

内発型事業 

伊勢市産業支援センター 

誘致型事業 

協議 

・企業力強化 
・起業家支援 
・人材育成 
・企業間連携 
・産学官連携 

・地場産業支援 
・伝統工芸振興 
・地場産業展 
・企業調査 

・企業誘致 
・インフラ整備 
・奨励金 

選択と集中 
●雇用の確保・創出ができる企業を支援 
●意欲がある企業・グループを徹底的に支援 

特化事業 

●起業支援・起業家支援（起業家支援室・起業支援専門員） 
●ものづくり支援（例：ＦRＰ造船業・伝統工芸） 
●企業支援員による総合的なサポートと人材活用 

産業集積 

●環境と健康に関連した企業に特化した集積 

間もなく完成！ 間もなく完成！ 間もなく完成！ 間もなく完成！ 
完成予想図

位置図

産業支援センターの主な業務
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用　　　　途 

本
　
　
棟 

 

　新たに起業する人または起業して間もない企業が入居し、インキュベーション・マネージ
ャー（起業支援専門員）からの助言を受けながら、外部の専門家の紹介などの支援を受けるこ
とができます。（入居審査あり、入居期間：最長３年） 

　起業に向けて準備をしている人が入居し、インキュベーション・マネージャーから、起業の
手続きや事業計画の作成などについて、個別に指導を受けることができます。（入居期間：最
長６カ月） 

　優れた人材を育成するため、経営者を対象とした経営革新セミナーや、学生・起業希望
者などを対象とした起業セミナーを開催します。 
　産学官連携や企業間連携の促進を図るため、企業間の交流会や、大学などの学術機関の
講習会を開催します。（収容人数：30人程度） 

　産業支援センターの事務室として、企業力強化支援、起業家支援、経営支援、技術支援、産学
官交流・企業間交流の促進、伝統工芸の振興、各種試験、企業の立地および誘致推進などに関
する業務を行います。 
　また、各関係機関の出先機能となるスペースを設け、企業からの相談に応じます。 

　技術を身に付けた企業OB（退職者）などによる技能講習会を開催します。各種作業をする
ことができ、作業実習室で加工した材料の組み立てや、起業家支援室利用者が試作品づくり
などに利用できます。 

　木材加工ができる機械などを設置し、実習室・漆芸室で開催する講座の一環として木地づ
くりなどを行います。また、木製品製造の技術講習会を開催し、伝統技法の保存や木製品製造
技術の継承を図ります。 
　木製品製造業者や講座卒業生なども機械を利用することができます。 

　企業からの依頼を受けて材料・製品などの強度試験を行い、証明書を発行します。 
　また、産業支援センターの業務に支障がない場合は、民間企業なども機械・機器を利用する
ことができます。 

　企業との相談、入居者との打ち合わせ、専門家との相談などに使用します。 

　製品や材料に関する検査・分析機器が設置してあり、中小企業が試験室として使用するこ
とができます。 

　漆塗りの作業ができる埃の少ない部屋で、伊勢地域の伝統工芸である伊勢春慶や浅沓など
の漆製品の伝承・保存を図ります。 

　技術情報誌、経済雑誌、経営参考図書・雑誌などを収納します。 

実
　
　
習
　
　
棟 

① 起業家支援室 
 （５部屋） 

名　　称 

② 起業準備支援室 
　（４ブース） 

③ 相談室・ミーティ 
　 ングルーム 

④ 図書コーナー 

⑤ 開放試験室 

⑥ 研修室 

⑦ 事務室 

⑧ 漆芸室 

⑨ 実習室 

⑩ 材料試験室 

⑪ 作業実習室 

あさぐつ 

▲
 

①起業家支援室 

本棟 実習棟 

②起業準備 

支援室 

 

トイレ 

玄関 

入
居
者
専
用
出
入
り
口 

自　動 
販売機 

談話室 

③相談室 

③ミーティン 
　 グルーム 

④図書 
　コーナー 

⑤開放試験室 

倉庫 ⑥研修室 ⑦事務室 

通　　路 

⑧漆芸室 

⑨実習室 

 

⑩材　料 

　試験室 

トイレ 

給湯室 
⑪作業実習室 

24時間365日利用可能な施設 

▲ 

伊勢市産業支援センターの施設案内



平成20年１月号 8

宇治山田港～中部国際空港 
 

平成20年４月20日就航予定 平成20年４月20日就航予定 

工
事
の
進
行
状
況

現
在
、
海
上
ア
ク
セ
ス
周
辺

施
設
整
備
工
事
、
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
建
築
工
事
、
進
入
道
路
改

良
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

宇
治
山
田
港
〜
中
部
国
際
空

港
の
航
路
名
は
、
公
募
に
よ
り

「
お
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
ン
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
146
点
の
中
か
ら
、

審
査
会
を
経
て
、
市
長
・
副
市

長
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
勢
田

川
河
口
に
あ
る
約
１
万
２
０
０

０
㎡
の
埋
立
地
に
整
備
し
て
い

ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、
乗
船
券

の
販
売
所
や
待
合
室
な
ど
を
設

置
し
た
建
物
の
ほ
か
、
約
２
５

０
台
の
車
を
収
容
で
き
る
駐
車

場
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
用
の
ロ

ー
タ
リ
ー
、
緑
地
帯
な
ど
が
整

備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
進

入
道
路
と
し
て
、
大
型
バ
ス
な

ど
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
道
路

を
新
設
し
ま
す
。

交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）交通政策課（1@15593）

建物の概要 

コインロッカー 

う き さ ん ば し  

山田奉行所 
記念館 

宮川浄化 
　センター 

大湊支所 

下
野
工
場

下
野
工
場 

　
　
団
地

　
　
団
地 

下
野
工
場 

　
　
団
地 

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル 

御薗総合支所 

御薗小 

港中 

神社小 

大湊小 豊浜中 

豊浜西小 

宮川 

勢 
　田 
　川 

23

航
路
名
は

「
お
伊
勢
サ
ン
ラ
イ
ン
」

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
概
要

旅客ターミナルの概要

位置図
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「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
す
か
。

言
葉
の
意
味
は
「
地
元
で
と

れ
た
も
の
を
地
元
で
食
べ
る
こ

と
」
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
農
林

水
産
業
の
営
み
は
、
四
季
折
々

の
新
鮮
な
食
材
を
も
た
ら
し
、

き
れ
い
な
水
や
空
気
、
景
色
を

保
ち
、
食
材
を
作
る
人
と
食
べ

る
人
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
「
地
産

地
消
」
の
取
り
組
み
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
賛

同
し
、
認
定
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
食
材（
伊
勢
市
産
品
）

①
市
内
で
生
産
・
採
取
さ
れ
た

農
林
産
物

②
市
内
の
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
水
産
物

③
こ
れ
ら
の
加
工
品

対
象
と
な
る
店

市
内
に
店
舗
が
あ
る
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
、
食
品
加
工
事
業
所
、

直
売
所
、
小
売
店
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

要
件

共
通
事
項

●

店
内
の
表
示
や
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
に
よ
り
、地
産
地
消
と
伊
勢
市

産
品
の
宣
伝
を
行
う
こ
と

●

認
定
内
容
を
、
市
が
公
開
す

る
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と

飲
食
店
・
宿
泊
施
設
・
食
品
加

工
事
業
所
な
ど

●

料
理
ま
た
は
弁
当
を
販
売
し

て
い
る
場
合
は
、
年
間
を
通
し

て
伊
勢
市
産
品
を
使
用
し
て
お

り
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
そ
の
旨

を
表
示
し
て
い
る
こ
と

●

食
品
を
加
工
し
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
主
た
る
材
料
に
伊
勢

市
産
品
を
使
用
し
、
そ
の
旨
を

表
示
し
て
い
る
こ
と

直
売
所
・
小
売
店
・
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

●

伊
勢
市
産
品
の
売
り
場
を
設

け
、
そ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
表

示
を
行
っ
て
い
る
こ
と

応
募
方
法

１
月
21
日

（月）
〜
２

月
19
日

（火）
に
、応
募
用
紙（
農
林

課
に
あ
り
ま
す
）
を
農
林
課
へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http

:/
/
w
w
w
.city.ise.

m
ie.jp

)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

認
定
　
消
費
者
・
生
産
者
・
農

林
水
産
物
の
流
通
業
者
・
認
定

対
象
業
種
の
代
表
者
で
組
織
す

る
「
伊
勢
市
地
産
地
消
の
店
認

定
委
員
会
」
が
行
い
ま
す
。

※
認
定
後
は
、認
定
店
に
認
定
証

や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
を
配
布
し
、

認
定
店
を
「
広
報
い
せ
」
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

消
費
者
に
と
っ
て

●

地
元
の
食
材
が
身
近
な
場
所

で
手
に
入
る

●

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
特
徴

あ
る
メ
ニ
ュ
ー
・
商
品
が
増
え
る

生
産
者
に
と
っ
て

●

地
元
の
食
材
に
対
す
る
消
費

者
の
関
心
が
高
ま
り
、
需
要
が

拡
大
す
る

●

地
域
内
で
の
販
路
が
拡
大
す
る

認
定
店
に
と
っ
て

●

地
元
の
食
材
に
対
す
る
消
費

者
の
関
心
が
高
ま
り
、
集
客
に

つ
な
が
る

●

地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
特

徴
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
・
商
品
の

開
発
に
つ
な
が
る

「
伊
勢
市
の
食
と
農
を
考
え
る

会
」は
、平
成
14
年
11
月
に
設
置

さ
れ
、
生
産
者
・
消
費
者
・
行
政

な
ど
が
連
携
し
て
、
地
産
地
消

の
推
進
や
、
市
の
農
業
が
抱
え

る
課
題
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
20
年
６
月
中

旬
か
ら
、
地
産
地
消
を
推
進
す

る
た
め
に
、
市
内
産
の
農
林
水

産
物
を
食
材
と
し
て
取
り
扱
う

事
業
所
を
、「
伊
勢
市
地
産
地
消

の
店
」
と
し
て
認
定
し
、
そ
の

事
業
所
の
地
産
地
消
に
関
す
る

取
り
組
み
を
情
報
発
信
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
に
賛

同
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を

募
集
し
ま
す
。

な
ぜ
地
産
地
消
の
推
進
が

必
要
な
の
？

地
元
の
食
材
を
扱
う

認
定
店
を
募
集

農
林
課
（
1
@1
５
５
７
０
）

伊
勢
市

伊
勢
市 

地
産
地
消
の
店

地
産
地
消
の
店 

認
定
制
度

認
定
制
度 

伊
勢
市 

地
産
地
消
の
店 

認
定
制
度 

伊
勢
市 

地
産
地
消
の
店 

認
定
制
度 

期
待
さ
れ
る
効
果
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な
お
、
説
明
会
で
作
成
し
た

確
定
申
告
書
は
、
説
明
会
場
で

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
市
・
県
民
税
と
国
民
健
康
保

険
料
の
説
明
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

と
き

２
月
４
日

（月）
〜
６
日

（水）
、

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
30
分
前
か

ら
受
け
付
け
開
始
）

※
説
明
会
へ
の
途
中
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
開
始
時

間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室

持
ち
物

●

筆
記
用
具
・
計
算
用
具
・
印
鑑

●

預
金
通
帳
な
ど
申
告
者
名
義

の
口
座
が
分
か
る
物

●

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

●

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
支

払
い
金
額
が
分
か
る
物

●

国
民
年
金
・
生
命
保
険
料
・
地

震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

●

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

平
成
19
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
証
お
よ
び
保
険
金
や
高
額

医
療
費
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
分
か
る
物

※
医
療
費
控
除
は
、
10
万
円
を

超
え
た
部
分
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
金
額
の
５

％
が
10
万
円
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
金
額
を
超
え
た
部
分
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険

金
や
高
額
医
療
費
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
は
、
支
払
い
金

額
か
ら
除
き
ま
す
。

●

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

※
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
人
で
も
、
65
歳
以
上
の
人
で
、

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
市

が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
添
付
し
て
申

告
す
れ
ば
、
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
介
護
保
険
課
（
1
@1

５
６
４
７
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

と
き

２
月
14
日

（木）
〜
３
月
17

日
（月）
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
昨
年
と
開
催
期
間
が
異
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
な
る
べ
く
、
午
後
４
時
ま
で

に
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
簡
単
に

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
「
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
」（http

://

w
w
w
.e-tax

.nta.g
o
.jp
/

）
を
利

用
す
れ
ば
、「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申

告
デ
ー
タ
を
、
そ
の
ま
ま
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
簡
単
で
便
利
な
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

と
「
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
国
税
に
関
す

る
申
告
・
納
税
・
申
請
・
届
け

出
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

１
月
４
日

（金）
か
ら
、
次
の
点

が
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
便
利
に

な
り
ま
す
。

●

医
療
費
の
領
収
書
や
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
第
三

者
が
作
成
す
る
書
類
の
添
付
を

省
略
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
確

定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、

添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

●
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電

子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た

場
合
、
５
０
０
０
円
の
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
た
だ
し
、
平
成
19
年
分
ま
た

は
平
成
20
年
分
の
い
ず
れ
か
１

回
で
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額

を
限
度
と
し
ま
す
）

２
月
18
日

（月）
か
ら
、
所
得
税

の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
書
き
方
が
分

か
ら
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り

開
催
す
る
書
き
方
説
明
会
や
申

告
書
作
成
会
場
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
還
付
申
告
書
は
、
１

月
１
日

（祝）
か
ら
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
等
の
受
給
者
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
確
定
申
告

書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。 伊

勢
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告

伊
勢
税
務
署
（
1
@8
３
１
９
１
）

※
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
個
人
課
税
部
門
へ
。

年
金
受
給
者
へ
の

確
定
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会

確
定
申
告
書

作
成
会
場
を
開
設

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
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持
ち
物

●

申
告
書

●

印
鑑

●

預
金
通
帳
な
ど
申
告
者
名
義

の
口
座
が
分
か
る
物

●

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
支

払
い
金
額
が
分
か
る
物

●

国
民
年
金
・
生
命
保
険
料
・
地

震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

●

農
業
所
得
者
は
、
収
支
内
訳

書
（
作
成
済
み
の
物
）

●

年
金
受
給
者
は
、公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

●

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

平
成
19
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
証
お
よ
び
保
険
金
や
高
額

医
療
費
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
分
か
る
物

●

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

※
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
人
で
も
、
65
歳
以
上
の
人
で
、

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
市

が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
添
付
し
て
申

告
す
れ
ば
、
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
介
護
保
険
課
（
1
@1

５
６
４
７
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

税
源
移
譲
の
影
響
に
よ
り
、

平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
減
り
、

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
控
除
し
き
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
申
告
を

す
れ
ば
、
平
成
20
年
度
の
市
・

県
民
税
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

３
月
17
日

（月）
ま
で
に
、
平
成

20
年
１
月
１
日
現
在
で
住
ん
で

い
る
市
区
町
村
へ
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
と

源
泉
徴
収
票
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
人
は
、
確
定
申
告
書

に
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
を
添
付
し
、
税
務
署

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
11
年
〜
18
年
に

伊
勢
税
務
署
へ
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
申
告
を
し
た
人
で
、
申
告

当
時
お
よ
び
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
に
は
、
１
月
中

に
控
除
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
平
成
20

年
１
月
１
日

現
在
に
住
ん

で
い
る
市
区

町
村
に
確
認

し
て
く
だ
さ

い
。

平
成
19
年
分
の
所
得
に
か
か

る
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保

険
料
の
申
告
書
は
、３
月
17
日

（月）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
者
や
年
金
受
給
者

で
申
告
を
行
う
人
は
、
次
の
と

お
り
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
行
う
場
合
、
市
・
県
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
地
域

下

表
の
と
お
り

対
象
者

農
業
所
得
者
・
年
金

受
給
者 市

か
ら
の
お
知
ら
せ

市
・
県
民
税
の
申
告

課
税
課
市
民
税
係
（
1
@1
５
５
３
４
）

農
業
所
得
者
・
年
金
受
給
者

の
た
め
の
申
告
相
談
会

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
へ ※いずれも時間は、午前９時30分～正午・午後１時～４時です。

農業所得者・年金受給者のための申告相談会

と　き 

２月４日 （月） 

２月５日 （火） 

２月６日 （水） 

２月７日 （木） 

２月８日 （金） 

２月 12 日 （火） 

２月 13 日 （水） 

２月 14 日 （木） 

２月 15 日 （金） 

ところ 対象地域 

二見生涯学習センタ ー ・ ２階研修室４ 

二見生涯学習センタ ー ・ ２階研修室４ 

城田地区コミュニティセンター 

御薗公民館・2階講堂 

宮本地区コミュニティセンター 

御薗公民館・2階講堂 

沼木農村環境改善センター 

御薗公民館・2階講堂 

生涯学習センターいせトピア・１階会議室１ 

小俣公民館・１階第１会議室 

小俣公民館・１階第１会議室 

北浜地区コミュニティセンター 

小俣公民館・１階第１会議室 

伊勢農業協同組合・伊勢支店 

小俣公民館・１階第１会議室 

二見町 

二見町 

城田地区 

御薗町、 神社・大湊地区 

宮本地区 

御薗町、 神社・大湊地区 

沼木地区 

御薗町、 神社・大湊地区 

浜郷地区 

小俣町、 豊浜地区 

小俣町、 豊浜地区 

北浜地区 

小俣町、 豊浜地区 

四郷地区 

小俣町、 豊浜地区 



倉田山中３年　森望美

一番心に残ったのは、「尾崎咢堂杯

争奪青年演説大会」です。熱く、涙

ながらに演説する人たちを見て、私

も何かしなくてはと思うようになり

ました。

そして、得た最高のものは新たな

友達です。

私がこの交流会で変わったことは、

日本の国・政治をよくしていくには、

政治家が何かをしていくのではなく、

私たち国民が政治に関心を持ち、行

動しなければならないという考えを

持つようになったということです。

相模川

水の流れは　変われども

畏敬
い け い

の故人　今も昔も

豊浜中１年　矢形あすか

東京駅から相模原市の中学生と交

流が始まりました。イントネーショ

ンの違いなどを感じ、楽しいことが

たくさんありました。

青年演説大会での「僕と私の食料

問題」と「家族の絆を作るために」

の演説には、特に引き込まれました。

会場には涙している人もいました。

この交流会に参加したことで、伊

勢市や相模原市の中学生と友達にな

ることができました。貴重な経験が

でき、自分が少し成長できたかなと

思います。宝物のような２日間にな

りました。

豊浜中３年　中口未奈子

交流事業に参加して、尾崎咢堂に

ついてより理解を深めることができま

した。

憲政記念館には尾崎咢堂や東条英機

など有名な政治家についての貴重な資

料がたくさんあり、たいへん勉強にな

りました。

青年演説大会では、胸を痛めるよう

な社会現象について、涙ながらに演説

する人がいて、私も思わず涙を流して

しまいました。

２日間で、私は普段体験することの

ない体験ができました。この交流会を

続けてほしいです。

倉田山中３年　澤弘視
交流会に参加して、記念館の中を見

てまわったりすることで、尾崎行雄の

人間性や、そのときの周りの環境をよ

り詳しく知ることができてよかったと

思います。

何よりも尾崎行雄の娘である相馬雪

香さんが生きておられることに驚きま

した。ぜひ相馬さんとお会いしてお話

を聞きたかったです。体調を悪くされ

たと聞きましたが、早く元気になって、

もっと長生きしてほしいと思います。

相模原市の人達は明るくて、楽しい

気分になれました。

小俣中２年　河内亮輔
伊勢市の参加生徒16名のうち、男

子は３名のみでした。さすがにその

男女の割合に驚きましたが、思って

いた何倍も話の輪を広げることがで

きました。宿舎での夜は、両市の話

をずっとしていて気が付けば朝にな

っているほどでした。

咢堂についても知らなかった知識

を得ることができました。

交流会で知り合った仲間たちとは、

本当に同学年と旅行に行っていたか

のような気持ちでした。

二日でも

自分にとっては
一生の宝

沼木中１年　岡春陽
２日間で新しく知ったことがたくさ

んあり、心に残ったこともありました。

心に残ったことの１つは、夜、友達と

泊まったことでした。初めて会ったの

にあんなに仲良く話ができたので嬉し

かったです。

もう１つは青年演説大会でした。ど

れも心を動かされる演説ばかりで、す

ごく心に残りました。

この交流会はいろんなことを知るこ

とができ、友達もできるので、とても

いいものだと感じました。

機会があれば「尾崎咢堂」について

どんどん調べていきたいです。

豊浜中１年　井上真衣
交流事業という機会のおかげで、本

だけでは分からなかった尾崎咢堂を知

ることができました。

尾崎咢堂が実際に書いたものや演説

の声を目で見たり体験したりすること

ができました。

両市の紹介の時にクイズをしたりビ

デオを見たりして、伊勢市の歴史や風

土などを知ってもらえたと思うし、相

模原市の良い所をたくさん知れたと思

います。

２日間で学んだことを活かしていけ

たらいいなと思います。この貴重な経

験は大人になっても忘れません。

毎年10月、「尾崎行雄読書感想文コン

クール」が行われています。

今年は初めての取り組みとして、

中学生の部の入賞者20人のうち16人が、

11月10日・11日の両日、東京都と

神奈川県相模原市を訪れ、尾崎咢堂の

生まれ故郷である相模原市の中学生と

交流しました。

参加した生徒の感想の一部を

紹介します。（敬称略）

尾崎咢堂 子ども交流事業 
に参加して 
尾崎咢堂 子ども交流事業 
に参加して 
尾崎咢堂 子ども交流事業 
に参加して 
学校教育課（1@27880）
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城田中３年　池田美貴
東京で憲政記念館を見学し、歴史

で習ったことがある名前の政治家の功

績を見ていると日本の未来のために尽

力した彼らに頭が下がる思いでした。

相模原市の咢堂記念館には、桜の

お礼にアメリカから送られてきたハ

ナミズキが植えられており、咢堂自

筆の掛け軸、彼を扱った新聞などが数

多く展示されていました。私の知らな

かった咢堂の一面を見ることができ、

とても感激しました。彼のユーモラス

なのに真面目で勤勉なところを見習

いたいです。

宮川の

流れのほとりの　桜道

尾崎千の　功績の跡

港中２年　橋本葉月
この交流事業に参加した理由は、伊

勢市や相模原市の中学生と一人でも多

く友達になり、咢堂の新たな一面を発

見したかったからです。

憲政記念館・尾崎咢堂記念館はとて

も魅力的でした。

感動したのは、憲政記念館の尾崎の

声を聞くことのできる電話です。予想

よりも声が大きく感動しました。咢堂

はのどが弱いという欠点と向き合い、

努力して大きな声が出せるようになっ

たのです。

この交流事業で得た体験を少しでも

未来に生かせるようにがんばります。

我が道は
紅葉のように　五つあり
新発見の　季節は秋

港中１年　湯田陽一朗
最初は相模原市という知らない場所

で他の中学生と仲良く交流できるか不

安でしたが、みんな良い人ばかりで楽

しく交流できました。

相模原市の尾崎咢堂記念館は伊勢市

のものとは少し雰囲気が違い、落ち着

いた所だと感じました。伊勢市以外の

記念館を見学することができ、とても

ラッキーだと思いました。

この交流会に参加し、とてもよい思

い出ができました。

尾崎咢堂について学び、ますます尊

敬することができました。家族や友達、

子孫にも咢堂を伝えたいと思います。

皇學館中１年　長岡由莉
交流事業への参加を心待ちにしていま

した。本を読んで興味をもった咢堂につ

いて、詳しく学べるということ、他校の

人たちと友達になれるかもしれないとい

うことを楽しみにしていました。

憲政記念館では咢堂の生前の声を聞

くことができ、実際に咢堂を見て演説

を聞いているような気分になりました。

演説は説得力があり、私なりに納得

ができるものでした。また、年表の長

さに、改めてやり遂げたことの多さや

偉大さを実感しました。

交流会では本当にいい出会いがあり

ました。
咢堂の
唱えた平和　桜色
手と手をつないで広がっていく

二見中２年　龍田愛
「交流事業を通じて何か学べるものを見

つけてきたい。」これが自己紹介での言葉

でした。

この交流事業を終え、想像していたよ

りはるかに大きなものを学び、つかんだ

と思います。

咢堂について、新たな発見もあり、より

深く知ることができました。他の政治家に

ついても学び、政治に興味がわきました。

青年演説大会では、中学生はもちろん

青年たちが、人としての考え方や生き方

などを咢堂のように思いのまま説いてい

ました。それは私の心に火をつけ、心を

動かし、何かを生み出させました。
春風に
桜の花びら　舞い散れば
思い出つまった　今日思い出す

北浜中２年　日野優美
交流事業では、特に青年演説大会が

心に残りました。話の中に、食料問題

について挙げたものがありました。と

ても衝撃的で切なくて、とにかく私の

心に強く刻み込まれました。アジアに

は物乞いをする人がいる国があるそう

です。中には同情をかうために、親に

目をつぶされたり、手足を切り落とさ

れたりする子どももいるそうです。世

界にはそういう人もいるのに、私は何

をしているんだという無力感に襲われ

ました。

今まで知らなかったことをたくさん

知ることができました。

咢堂や
背中で何を　言う人か
高き目標　沈む夕日に

五十鈴中３年　奥村耕平

交流会に参加して、はじめはとても

不安でしたが、憲政記念館での行動で

いろいろなことが体験できたので、と

てもいい気持ちになりました。

宿舎では、同室の相模原の人たちと

も仲良くなれましたが、僕が眠いのに

なかなか寝させてくれず、たいへんで

した。しかも、朝は5時に起こされま

した。

乗り物の中で、仲間と過ごしたこと

が、一番楽しかったです。また、高校

でもこの仲間と会えたらいいなあと思

います。

五十鈴中３年　村田綾乃
この交流会を通じて、「演説のすばら

しさ」を実感しました。自分の思った

ことを文章につづるだけでなく、意見

として発表・主張し、スピーチできる

というのはすごいと思います。

青年演説大会での中学３年生の演説

には驚かされました。スピーチの内容

や言葉の巧みさ、堂々とした姿に体が

ぶるぶると震えました。

尾崎咢堂も演説をするため全国を歩

き回った人です。

テープの声が聞けたこともとても嬉

しかったです。

演説は、実際に見て聞かないとその

すばらしさ、人との共感の楽しさが分

かりません。その機会を作っていただ

いたことに感謝しています。

五十鈴中１年　久田絢香
交流事業では、時間がたつにつれて、

いろいろな話をするようになり、帰る

頃には、冗談も言い合えるような仲に

なりました。日頃、限られた世界で生

活している私にとって、この交流会は

とても有意義なものになりました。

何のもめごともなく、みんなが互い

にいたわり合い、譲り合って行動を共

にしたことは「これぞ咢堂の教え！！」

と感じました。

青年演説大会では、生まれて初めて

大きな花束をいただき、すばらしい仲

間と出会いました。この機会をいただ

いたことに感謝します。

咢堂の

導きありて　友集い

咢堂桜　秋の津久井で
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
以
下

に
な
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が

凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
水
道
管
が

破
損
し
、
修
理
費
用
が
掛
か
り

ま
す
。

特
に
、
水
道
管
が
露
出
し
て

い
る
場
合
や
、
建
物
の
北
側
や

風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る

場
合
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
防
寒
方
法

露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇

口
に
、
市
販
さ
れ
て
い
る
保
温

材
や
布
な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上

か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
や
ガ

ム
テ
ー
プ
を
巻
き
付
け
ま
す
。

な
お
、
蛇
口
を
少
し
開
け
て
、

水
を
少
し
だ
け
出
し
て
お
く
と

凍
結
し
に
く
く
な
り
ま
す
。（
た

ま
っ
た
水
は
、
洗
濯
な
ど
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
、

中
に
布
切
れ
な
ど
を
入
れ
る
か
、

ふ
た
の
上
か
ら
段
ボ
ー
ル
な
ど

で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。

凍
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は

蛇
口
を
開
け
、
凍
結
し
て
い

る
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ

せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と

掛
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

急
に
熱
湯
を
掛
け
る
と
、
水

道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
損
し
た
と
き
は

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓

を
閉
め
て
水
を
止
め
、
伊
勢
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
破
損
し
た
部
分
に
布

な
ど
を
当
て
、
テ
ー
プ
な
ど
を

強
く
巻
き
付
け
れ
ば
、
水
が
飛

び
散
ら
ず
、
修
繕
ま
で
の
応
急

処
置
に
な
り
ま
す
。

上
水
道
課

（
1
@1
５
６
１
８
）

水
道
の
防
寒
対
策
を

水
道
の
防
寒
対
策
を

●
亡
き
が
ら
の
処
分
だ
け
す
る

動
物
の
死
骸
の
処
理
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
清
掃
課
（
1
#7

１
４
４
３
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

愛
犬
を
な
く
し
た
人
の
中
に

は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
動
物

病
院
の
ペ
ッ
ト
譲
渡
希
望
情
報

を
見
て
、
ペ
ッ
ト
を
譲
り
受
け

る
人
が
い
ま
す
が
、
保
健
所
に

譲
り
受
け
希
望
の
相
談
を
す
る

人
も
い
ま
す
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
（
伊

勢
保
健
所
）や
環
境
課
に
、「
犬

が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
す
か
？
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
。飼

っ
て
い
る
犬
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
、
環
境
課
に
死
亡

届
を
出
す
と
と
も
に
、
犬
の
亡

き
が
ら
を
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

亡
き
が
ら
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
飼
い
主
の
考
え
方
に
よ
り
、

次
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

●
葬
儀
・
供
養
な
ど
を
す
る

ペ
ッ
ト
の
葬
儀
・
供
養
・
火

葬
な
ど
を
行
う
民
間
業
者
を
電

話
帳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探

し
て
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

犬
が
欲
し
い
の
で
す
が

ど
こ
か
で
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
指
導
課
（
1
@7
５
１
５
１
）

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
１
）

動
物
相
談

動
物
相
談

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を

行
い
た
い
人（
提
供
会
員
）と
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依

頼
会
員
）
で
つ
く
る
会
員
組
織

で
、
安
心
し
て
仕
事
と
家
庭
を

両
立
で
き
る
環
境
の
整
備
と
、

児
童
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
内
容

●

会
員
の
募
集
・
登
録
な
ど
の

事
務

●

会
員
相
互
の
育
児
に
関
す
る

援
助
活
動
の
調
整

●

会
員
を
対
象
と
す
る
講
習
会

や
交
流
会
の
開
催

●

事
業
の
広
報

●

こ
の
ほ
か
、
運
営
に
当
た
り

必
要
な
業
務

委
託
期
間

平
成
20
年
４
月
１

日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
（
３

年
間
）

応
募
資
格

民
法
第
34
条
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
団
体
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
な
ど
）で
、次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

要
件

●

労
働
者
福
祉
の
増
進
ま
た
は

児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
活
動
の
目
的
と
し
て
い
て
、

そ
れ
ら
が
定
款
や
規
約
な
ど
に

記
さ
れ
て
い
る
こ
と

●

育
児
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と

●

保
育
士
な
ど
の
育
児
に
関
す

る
資
格
保
有
者
が
１
人
以
上
配

置
さ
れ
て
い
て
、
業
務
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

●

専
任
の
職
員
が
常
時
配
置
さ

れ
て
い
て
、
事
務
局
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と

●

事
務
所
（
個
人
の
自
宅
は
不

可
）
が
市
内
に
あ
り
、
市
全
域

で
の
活
動
が
で
き
る
こ
と

●

子
ど
も
を
主
体
と
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
て
、
団
体
の
活

動
実
績
が
３
年
以
上
あ
る
こ
と

●

財
政
的
基
盤
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と

●

平
成
20
年
４
月
１
日
に
、
運

営
が
開
始
で
き
る
こ
と

申
し
込
み

１
月
４
日

（金）
〜
１

月
21
日

（月）
に
、所
定
の
用
紙（
こ

ど
も
課
に
あ
り
ま
す
）
に
次
の

添
付
書
類
を
添
え
て
、
直
接
こ

ど
も
課
へ

添
付
書
類

●

定
款
、
寄
付
行
為
ま
た
は
規

約
な
ど
の
写
し

●

過
去
３
年
間
の
事
業
実
績
が

分
か
る
も
の
（
平
成
16
年
度
〜

平
成
18
年
度
の
事
業
実
績
表
・

収
支
計
算
書
）

●

平
成
18
年
度
の
貸
借
対
照
表

●

団
体
の
役
員
名
簿

●

事
務
局
の
体
制
が
分
か
る
も

の
（
組
織
図
な
ど
）

●

そ
の
ほ
か
、
団
体
の
事
業
目

的
が
分
か
る
も
の

決
定
方
法

選
考
委
員
６
人
の

審
査
に
よ
り
決
定
し
、
結
果
を

書
面
で
通
知
し
ま
す

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

飼
う
前
講
習
会
は
、
こ
れ
か

ら
犬
を
飼
お
う
と
思
っ
て
い
る

人
に
、
マ
ナ
ー
・
動
物
愛
護
の

精
神
・
犬
を
飼
う
と
き
の
心
構

え
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
講
習
会
で
す
。

登
録
と
予
防
注
射

新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
人

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

の
接
種（
生
後
91
日
目
以
降
）を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
獣
医
師
会
の
協
力

を
得
て
、
毎
年
４
月
に
狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
を
市
内
59
カ
所

で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
随
時
、
市
内
の
動
物
病

院
で
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防

注
射
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

飼
い
犬
の
適
正
な
管
理
と
飼

養
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
県
内
の
保
健
所
で
は

直
接
犬
を
譲
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
飼
う
前
講
習
会
」を
受
講
し
た

上
で
申
し
込
み
を
し
た
人
に
対

し
て
は
、
健
康
な
子
犬
の
み
を
、

（財）
三
重
県
小
動
物
施
設
管
理
公

社（
津
市
）で
譲
渡
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
順
に
譲
渡
し
て
い

ま
す
の
で
、
子
犬
の
収
容
状
況

に
も
よ
り
ま
す
が
、
申
し
込
み

か
ら
半
年
ほ
ど
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と
し

て
犬
種
・
雌
雄
・
毛
色
な
ど
を

選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

飼
う
前
講
習
会

子
犬
の
譲
り
受
け
を
希
望
す

る
人
は
、
終
生
飼
養
（
最
期
ま

で
飼
う
こ
と
）
で
き
る
か
ど
う

か
、
家
族
で
よ
く
話
し
合
っ
た

上
で
、
保
健
所
へ
事
前
に
電
話

で
連
絡
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。
安
易
な
気
持
ち
や
一
時

的
な
感
情
で
飼
い
始
め
る
こ
と

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

保
健
所
は
、
適
切
な
飼
い
主

で
あ
る
か
ど
う
か
、
飼
う
た
め

の
環
境
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
、
約
20
項
目
の
聞
き
取

り
を
し
た
後
、
「
飼
う
前
講
習

会
」
の
案
内
を
し
ま
す
。

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
運
営
団
体
を
募
集
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る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

倒
壊
し
た
住
宅
が
道
路
を
ふ
さ

ぎ
、
逃
げ
遅
れ
や
救
出
の
遅
れ
、

火
災
の
拡
大
を
招
く
な
ど
、
地

震
の
被
害
を
拡
大
し
ま
し
た
。

地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

は
、
住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

教
訓
２：

地
域
の
防
災
力

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

消
防
な
ど
が
素
早
く
救
助
や
消

火
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
被
災
し
た
人

を
助
け
た
の
は
、
地
域
の
住
民

や
事
業
所
な
ど
の
協
力
で
し
た
。

災
害
時
に
は
、
隣
近
所
の
助

け
合
い
や
自
主
防
災
組
織
・
消

防
団
な
ど
の
活
動
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
き
ま
す
。
近
い
将
来
に
発
生

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

大
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

平
成
７
年
１
月
17
日
・
午
前

５
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.3
、
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
一
瞬
の
出

来
事
で
、
約
６
４
０
０
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
４
万
人
を
超

え
る
負
傷
者
が
出
ま
し
た
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
あ

の
時
の
記
憶
と
教
訓
も
薄
れ
が

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
訓
１：

住
宅
の
耐
震
補
強

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

犠
牲
者
の
う
ち
約
８
割
の
人
が

住
宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
亡
く

な
り
ま
し
た
。

特
に
、
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
古
い
木
造
住
宅
に
被

害
が
集
中
し
、
安
心
・
安
全
で

あ
る
は
ず
の
家
が
、
危
険
な
場

所
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
密
集
地
で
は
、

覚
え
て
い
ま
す
か
？

〜
忘
れ
て
は
い
け
な
い
教
訓
〜

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

◆
入
れ
て
は
い
け
な
い
物

●

金
属
な
ど
の
部
品
が
取
り
外

せ
な
い
も
の
（
ガ
ラ
ス
製
の
鍋

ぶ
た
な
ど
）

●

洗
っ
て
も
中
身
が
取
り
除
け

な
い
も
の

●

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
の
灰

皿
・
置
き
物
な
ど

●

鏡
●

七
輪

※
こ
れ
ら
は
、「
金
属
・
そ
の
他
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
大
き
な
板
ガ
ラ
ス
は

粗
大
ご
み
で

回
収
容
器
に
入
ら
な
い
大
き

な
板
ガ
ラ
ス
は
、
粗
大
ご
み
に

な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
回
収
容
器

に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ガ

ラ
ス
類
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
危
険
が
伴
う

場
合
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類
は

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
の
？

回
収
し
た
ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁

器
類
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で

細
か
く
砕
い
た
後
、
道
路
の
舗

装
材
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
材
料
と
し

て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス

缶
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、「
金
属
・

そ
の
他
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

出
す
と
き
に
は
、
中
身
を
使

い
切
っ
て
か
ら
、
風
通
し
の
良

い
所
で
、
必
ず
穴
を
開
け
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

中
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る

と
、
ご
み
収
集
車
や
清
掃
工
場

で
火
災
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
か
ら
、「
ガ
ラ

ス
類
・
陶
磁
器
類
」
の
分
別
回

収
を
始
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

分
別
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、一
部

で
異
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

再
度
、「
ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器

類
」
の
分
別
方
法
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
分
別
の
方
法

①
ガ
ラ
ス
類
…
ガ
ラ
ス
食
器
、

化
粧
品
の
び
ん
、
板
ガ
ラ
ス
、

割
れ
た
資
源
び
ん
な
ど
は
、
ガ

ラ
ス
類
回
収
容
器
（
青
色
の
回

収
容
器
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

②
陶
磁
器
類
…
茶
わ
ん
、
湯
飲

み
、
植
木
鉢
、
土
鍋
、
つ
ぼ
な
ど

は
、
陶
磁
器
類
回
収
容
器
（
オ

レ
ン
ジ
色
の
回
収
容
器
）
に
入

れ
て
く
だ
さ
い ご

み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類
の

分
別
に
ご
協
力
を

ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方
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進修小４年　山　 優奈

市
で
は
毎
年
、
人
権
意
識
を

高
め
、
人
権
尊
重
思
想
を
育
て

る
た
め
、
市
内
の
小
・
中
学
生

か
ら
人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
４
７
３
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
秀

作
９
点
と
入
選
作
１
０
０
点
が

選
ば
れ
、
秀
作
は
12
月
９
日
に

開
催
さ
れ
た
人
権
講
演
会
で
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
秀
作
の
９
点
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

御
幸
道
路
の
徴
古
館
前
の
交

差
点
に
面
し
て
、
黒
門
と
呼
ば

れ
る
神
宮
文
庫
の
門
が
あ
り
ま

す
。
元
は
、
八
日
市
場
町
に
あ

っ
た
御
師
・
福
島
御
塩
焼

み

さ

き

大
夫

邸
の
表
門
で
し
た
が
、
１
９
３

５（
昭
和
10
）年
に
移
築
さ
れ
ま

し
た
。

御
師
と
は
、
人
々
の
さ
ま
ざ

ま
な
願
い
を
受
け
、
神
前
で
祈

祷
を
行
う
神
官
の
こ
と
で
す
。

本
来
、
神
宮
で
は
私
幣
禁
断

し

へ

い

き

ん

だ

ん

と

い
っ
て
、
天
皇
以
外
の
祈
願
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
御
師
の
出
現
に
よ

り
、
神
宮
参
拝
の
門
戸
は
上
流

階
級
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
幅

広
く
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

御
師
は
、
全
国
各
地
の
檀
家
と

呼
ば
れ
る
信
者
を
訪
れ
、
御
札

や
伊
勢
暦

い

せ

ご

よ

み

な
ど
の
土
産
物
を
配

り
、
檀
家
が
伊
勢
参
り
を
す
る

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

御
師
邸
門

お

ん

し

て

い

も

ん

移築前（御師・福島御塩焼

大夫邸門）

人
権
尊
重
啓
発
ポ
ス
タ
ー

│
秀
作
・
入
選
作
が

決
ま
り
ま
し
た
│

時
に
は
自
分
の
屋
敷
に
宿
泊
さ

せ
、
数
々
の
も
て
な
し
を
し
ま

し
た
。
一
方
、
檀
家
は
対
価
と

し
て
初
穂
料
を
納
め
、
こ
れ
が

御
師
の
経
済
の
源
泉
と
な
り
ま

し
た
。

御
師
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く

な
っ
た
の
は
、
庶
民
の
伊
勢
参

宮
が
盛
ん
に
な
っ
た
江
戸
時
代

で
、
福
島
御
塩
焼
大
夫
の
檀
家

数
は
、
１
７
７
７（
安
永
６
）年

に
は
18
万
５
１
７
２
戸
に
も
及

び
ま
し
た
。

１
７
８
０（
安
永
９
）年
に
建

築
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
門

は
、
御
師
邸
の
壮
大
さ
や
繁
栄

ぶ
り
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

人権シリーズ（№24） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）修道小３年　村山 卓

上野小６年　古布 拳聖

厚生中３年　森 友香

神社小２年　田島 史野

明倫小５年　橋本 紗弥子

港中２年　一色 茜

修道小１年　矢形 南帆

倉田山中１年　平生 澪

山　 優奈 

移築後（神宮文庫の黒門）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法（
通

称
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」）
が
で
き
た
の

が
平
成
10
年
３
月
で
す
か
ら
、

平
成
20
年
で
10
周
年
に
な
り
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
は
記
念
す

べ
き
年
で
す
。

法
律
が
で
き
て
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
10
年
間
に
、
多
く
の
議

論
が
行
わ
れ
、
組
織
の
脆
弱
さ

や
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
問

お
正
月

題
な
ど
が
中
心
的
な
課
題
と
し

て
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

社
会
か
ら
の
認
知
も
さ
れ
始

め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
理

解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
も

実
情
で
す
。
ま
た
、
果
た
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を

も
た
ら
し
た
の
か
と
い
う
と
、

ま
だ
ま
だ
疑
問
の
余
地
が
残
り

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
本
当
に
社
会
に

と
っ
て
有
益
な
こ
と
を
し
て
こ

れ
た
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
事

業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
個
人
的
な
活
動
に

近
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

今
後
の
10
年
と
い
う
の
は
、
成

果
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ

て
の
正
念
場
で
す
。
気
合
い
を

入
れ
て
新
し
い
時
代
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

お
正
月
は〝
門
松
〞

お
正
月
は〝
た
こ
揚
げ
〞

お
正
月
は〝
鏡
も
ち
??
〞

〝
パ
ル
テ
ィ
??
〞

お
正
月
は〝
雑
煮
〞

パルティ4コマ劇場

わ
た
し
た
ち
人
間
は
、
目
か

ら
80
％
以
上
の
情
報
を
得
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
目
の
不
自
由
な
人
は
、

満
足
な
情
報
を
得
に
く
い
と
い

う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
51
年
、
市
の
「
声
の
広

報
」
の
誕
生
に
際
し
、
広
報
の

吹
き
込
み
を
す
る
人
を
市
が
探

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
１
人

の
勇
気
あ
る
女
性
が
手
を
挙
げ

ま
し
た
。
こ
の
朗
読
開
始
か
ら
、

伊
勢
市
ひ
ば
り
朗
読
奉
仕
会
が

生
ま
れ
、
現
在
ま
で
30
年
以
上

活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
の
広
報
・
社
協
だ
よ
り
・
ラ

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
番
組
情
報
・

雑
誌
・
図
書
な
ど
の
録
音
テ
ー

プ
作
り
の
ほ
か
、対
面
朗
読（
視

覚
障
が
い
者
の
要
望
に
応
え
、

１
対
１
で
直
接
本
な
ど
を
読
む

こ
と
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
テ
ー
プ
を
聞

い
て
い
た
だ
く
視
覚
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
に
、「
少
し
で
も
聞
き

や
す
い
テ
ー
プ
を
」
と
の
願
い

で
、
次
の
と
お
り
勉
強
会
を
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

１
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
１
木
曜
日
・
第

１
木
曜
日
の
翌
週
の
土
曜
日
・

第
４
木
曜
日
、午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

ま
た
、
時
代
の
流
れ
で
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
Ｃ
Ｄ
に
録
音

す
る
勉
強
も
始
め
よ
う
し
て
い

ま
す
。
Ｃ
Ｄ
の
録
音
に
興
味
の

あ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
の
た
め
に
何
か
役
立
ち
た

い
と
考
え
て
い
る
人
、
朗
読
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
。
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.13

1
@0
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
sk
c
.e
-ise
.n
e
t/

Ｅ
メ
ー
ル

sk
c
@
e
-ise
.n
e
t

伊
勢
市
ひ
ば
り
朗
読
奉
仕
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
1
@7
２
４
２
５
）

元NHKアナウンサーによる講習会
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図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
00 7 7

0 0 7 8

1
FAX

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

と　き １月24日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

と　き １月13日（日）、午前10時～・午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「チロリン村物語トンクルピーのじしんよ

うじん」「新潟県中越地震」「大地震に備

えて！」

と　き １月９日（水）～20日（日）

ところ ２階・展示ホール

と　き １月17日（木）・24日（木）・31日（木）、午後１時

30分～３時30分

ところ ２階・小会議室

対　象 すべての日程（全３回）に参加できる人

内　容 簡単な和装本作り

定　員 ６人（先着順）

申し込み １月５日（土）から、直接・電話・ファクスで

同館へ

と　き １月20日（日）、午後２時～３時30分

ところ ２階・視聴覚室

講　師 飯田治代さん（元名古屋市図書館司書）

定　員 50人（先着順）

申し込み １月５日（土）から、直接・電話・ファクスで

同館へ

と　き ２月２日（土）・９日（土）・16日（土）、午前９時

30分～11時30分

ところ ２階・小会議室

対　象 すべての日程（全３回）に参加できる人

内　容 図書館を活用して調べものをし、まとめ

て作品に仕上げます

定　員 ６人（先着順）

申し込み １月19日（土）から、直接・電話・ファクスで

同館へ

21

21

3 9 0 0

3 9 0 2

1
FAX

29

29

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

午前９時～午後７時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

映画上映会

地震被害写真の展示

大人向け手作り本の講座

読み聞かせ入門講座

めざめ！調べもの達人

おはなし会

開館時間 開館時間

上映会

ギャラリー展示

パソコン教室

今月の特集コーナー

１月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26

１月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26

著作権

著作権とは、作品を作った人や会社が持つ権
利で、その中には複写についての権利が含まれ
ます。
そのため、図書館の資料を複写する時には、

申請が必要となります。
また、カメラ付き携帯電話などによる図書館
資料の撮影はできませんので注意してください。

★赤ちゃんおはなし会 １月10日（木）、午前11時～
★たんぽぽおはなし会 １月12日（土）、午後３時～
★ピッポの会・紙芝居 １月20日（日）、午前11時～
★図書館おはなし会 １月26日（土）、午後３時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き １月19日（土）、午後２時～
ところ ２階・視聴覚室
内　容 子ども向けアニメ「親子ねずみの不思議

な旅」

★小俣町内幼稚園・保育園の園児作品展
と　き １月24日（木）～２月３日（日）、午前９時～午

後７時
ところ ２階・ギャラリー

★初心者コース １月26日（土）
★ワード基礎コース ２月９日（土）
★ワード応用コース ２月23日（土）
★エクセル基礎コース ３月15日（土）
★エクセル応用コース ３月29日（土）
時　間 午前９時30分～午後５時30分
ところ ２階・パソコン室
定　員 各20人（先着順）
申し込み １月７日（月）から、直接同館へ（電話・フ

ァクスは不可）

★お正月太りを解消しよう
手軽にできる身近なスポーツ・エクササイズを
紹介します
★古典に親しもう
日本の古典を中心に、古くから伝わる名作を紹
介します
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※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
授
乳

中
・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

と
き

１
月
17
日

（木）
・
①
午
前

10
時
〜
11
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時
、
１
月
28
日

（月）
・
③
午
前

10
時
〜
11
時
・
④
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

と
こ
ろ

①
②
二
見
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
③
④
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

①
40
人
、
②
④
50
人
、

③
45
人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み

１
月
４
日

（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

乳
が
ん
検
診

と
き

①
１
月
17
日

（木）
・
午
後

１
時
〜
２
時
、
②
１
月
28
日

（月）
・

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ

①
二
見
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
②
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー対
象

市
内
在
住
で
、
今
年
度

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員

い
ず
れ
も
70
人
（
先
着

順
）

料
金

１
２
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

申
し
込
み

１
月
４
日

（金）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

子
宮
が
ん
検
診

運
動
は
、
高
脂
血
症
や
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

１
月
21
日

（月）
・
28
日

（月）
・
２
月
４
日

（月）
・
12
日

（火）
・

18
日

（月）
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
運
動
の
理
論
と
方
法
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
取
り
入
れ
た
健
康
づ
く
り

体
操

定
員

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

１
月
７
日

（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
運
動
の
で
き
る
服
装
・
運
動

靴
で
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
動
い
て
健
康
づ
く
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 

健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

◆
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
口
腔
衛
生
管
理
に
尽

力
さ
れ
た

浜
口
幸
洋
（
宮
後
３
丁
目
）

◆
多
年
農
業
委
員
と
し
て
地
域

農
業
の
振
興
・
発
展
お
よ
び
農

業
経
営
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た

堀
井
英
男
（
小
俣
町
明
野
）

◆
多
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た

中
北
昌
一
（
馬
瀬
町
）

足
立
文
哲
（
二
見
町
松
下
）

◆
多
年
消
防
団
活
動
に
献
身
的

に
尽
力
さ
れ
た

内
田
稔
（
大
湊
町
）

澤
山
淳
二
（
宇
治
館
町
）

◆
病
院
施
設
充
実
の
た
め
多
額

の
御
寄
贈
を
さ
れ
た

伊
勢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
制
施
行
か
ら
２
周
年
を
迎

え
た
11
月
１
日
、
日
ご
ろ
か
ら

市
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
功

績
の
あ
っ
た
11
人
・
１
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
、
順

不
同
）

◆
多
年
伊
勢
市
公
平
委
員
会
委

員
と
し
て
本
市
の
公
正
な
人
事

行
政
の
確
立
に
寄
与
さ
れ
た

牛
場
ま
り
子
（
御
薗
町
新
開
）

◆
多
年
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て
選
挙
の
適
正
か
つ
円
滑

な
管
理
執
行
に
寄
与
さ
れ
た

村
田
收
（
小
俣
町
元
町
）

◆
多
年
地
区
自
治
会
長
と
し
て

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
た

竹
林
孝
生
（
岩
渕
３
丁
目
）

池
田
政
明
（
小
俣
町
明
野
）

森
本
幸
生
（
通
町
）

伊

勢

市

民

功

労

賞 
伊

勢

市

民

功

労

賞 
市
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
を
表
彰 

秘
書
課
（
1
@1
５
５
０
４
）



と
き

１
月
31
日

（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
７
カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護

者内
容

離
乳
食
（
後
期
〜
完
了

期
）
の
お
話
と
試
食

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

１
月
７
日

（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

21 平成20年１月号

主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 

中央保健センター 
１月 8日 （火） 

二見老人福祉センター 9：30～11：00

ハートプラザみその １月 15日 （火） 13：30～15：00

小俣保健センター １月 22日 （火） 

ハートプラザみその 

成人健康相談 

13：30～14：30

小俣保健センター 

１月 8日 （火） 

9：30～11：00

13：00～15：00

１月 9日 （水） 

中央保健センター １月 17日 （木） 

8：45～11：00

県志摩庁舎 

17：30～19：00

健康課 

二見総合支所福祉健康課 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

健康課 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

エイズ検査 

13：00～15：00

毎週火曜日 

毎月第2火曜日 
（１月  8日） 

こころの健康相談（要予約） １月 24日 （木） 

@7

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 

健康づくり通信 健康づくり通信 

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と　き

１月15日（火）

１月19日（土）

１月23日（水）

１月25日（金）

１月30日（水）

ところ 定員
（先着順）

小俣保健センター

福祉健康センター

福祉健康センター

ハートプラザみその

江コミュニティセンター

35人

30人

30人

30人

20人

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

下
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

温
野
菜
料
理

参
加
費

３
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

１
月
７
日

（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

生
活
に
笑
い
を
取
り
入
れ
、

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

１
月
11
日

（金）
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

内
容

講
演
「
こ
こ
ろ
の
健
康

を
考
え
る
〜
笑
い
の
癒
し
効
果

〜
」
橋
元
慶
男
さ
ん（
岐
阜
聖
徳

学
園
大
学
教
授
、
日
本
笑
い
学

会
・
三
重
ユ
ー
モ
ア
支
部
長
）

定
員

３
５
０
人
程
度

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

休日・夜間応急診療所（一次救急） 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795） 
　　　　　　歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 

19：30～22：00

内　科 

小児科 
内　科 

昼間 

10：00～12：00

13：00～17：00

内　科 

小児科 
内　科 

小児科 

夜間 

19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 

小児科 

内　科 

小児科 

月曜日～土曜日 

日曜日・祝日 

休日・夜間の救急医療 

一
次
救
急 

二
次
救
急 

比較的軽症の場合…急病になったとき、救急車を呼ぶほどではないけれ 

　　　　　　　　　どすぐに治療を受けたいときなど 

一次救急医療機関（かかりつけ医、休日・夜間応急診療所など） 

〈症　　状〉　 

 

〈医療機関〉 

重症の場合…一次救急医療機関から紹介されたとき、救急車で搬送され 

　　　　　　るときなど、緊急な治療や入院が必要なとき 

二次救急医療機関（山田赤十字病院、伊勢総合病院） 

※当番日を決め、交代で対応しています。 

〈症　　状〉　 

 

〈医療機関〉 

※重症の人や、右表の診療時間以外・診療科目以外で診療を受けたい人は、救急医療情報

センター(1　1199、音声自動案内10800－100－1199、24時間受け付け）または医療

ネットみえのホームページ（http://www.qq.pref.mie.jp/）へ問い合わせてください。 

@8
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利
の
侵
害
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

定
員

３
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料

小
学
生
〜
高
校
生
５
０
０
円

（
前
売
り
３
０
０
円
）、
大
学
生
・
大
人

１
０
０
０
円
（
前
売
り
５
０
０
円
）
、

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会
会
員

1
０
０

０
円
（
前
売
り
３
０
０
円
）

※
入
場
券
は
、
同
課
ま
た
は
い
せ
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
は
、
事
前
に
同
事
務
局
へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

講
座
講
座

催
し
物

催
し
物

と
き

１
月
12
日

（土）
、
午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）
と
そ
の
周
辺

内
容

式
典
、
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

消防本部総務課（1@51206）

〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

募
集
募
集

鏡
開
き

伊
勢
総
合
病
院
（
1
@3
５
１
１
１
）

と
き

１
月
11
日

（金）
、
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

同
病
院
・
玄
関
ロ
ビ
ー

内
容

外
来
患
者
や
付
き
添
い
の
人
に
、

ぜ
ん
ざ
い
を
提
供
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な
み
子
ど

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
、
1
@8
５
６
９
２
）

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

と
き

１
月
12
日

（土）
、午
前
10
時
〜
11
時

30
分

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
和
室

対
象

小
学
６
年
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容

新
春
昔
遊
び
（
紙
芝
居
・
お
話

な
ど
）

申
し
込
み

事
前
に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

伊
勢
ま
な
び
高
等
学
校
の

生
徒
を
募
集

県
立
伊
勢
ま
な
び
高
等
学
校
（
1
@5
３
６
９
０
）

種
類

①
前
期
選
抜
、
②
特
別
選
抜
、

③
後
期
選
抜

※
午
前
部
（
普
通
科
）
・
午
後
部
（
普

通
科
）
・
夜
間
部
（
も
の
づ
く
り
工
学

科
）
が
あ
り
ま
す
。

対
象

①
平
成
20
年
３
月
に
中
学
校
を

卒
業
す
る
人
、
②
20
歳
以
上
の
人
ま
た

は
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人
、
③
①

ま
た
は
②
の
要
件
を
満
た
す
人

申
し
込
み
期
間

①
②
１
月
28
日

（月）
〜

31
日

（木）
、
③
２
月
25
日

（月）
〜
27
日

（水）

試
験
日

①
２
月
７
日

（木）
、
②
２
月
８

日
（金）
、
③
３
月
13
日

（木）

試
験
科
目

①
②
作
文
・
面
接
、
③
学

力
検
査
・
作
文
・
面
接
（
夜
間
部
希
望

の
20
歳
以
上
の
人
は
学
力
検
査
免
除
）

国
際
理
解
講
座

そ
れ
で
も
生
き
る

子
ど
も
た
ち
へ

市
民
参
画
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
1
@1
５
５
４
９
）

と
き

１
月
20
日

（日）
、午
後
１
時
〜
４
時

30
分

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

内
容

●

映
画
「
そ
れ
で
も
生
き
る
子
供
た
ち

へ
」（
財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
後

援
作
品
）…
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
・

飢
え
・
病
気
・
少
年
兵
士
な
ど
、
厳
し

い
現
実
の
中
で
も
、
希
望
を
持
っ
て
た

く
ま
し
く
生
き
る
７
カ
国
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
描
い
た
映
画
（
字
幕
）

●

講
演
「
明
日
へ
の
贈
り
物
〜
子
ど
も

を
取
り
巻
く
世
界
　
わ
た
し
た
ち
に
で

き
る
こ
と
」
池
住
義
憲

い

け

ず

み

よ

し

の

り

さ
ん（
国
際
民
衆

保
健
協
議
会
日
本
連
絡
事
務
所
代
表
）…

長
年
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府
組
織
）活
動
を
行

い
、
開
発
教
育
の
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
講
師
に
よ
る
、
子
ど
も
の
貧
困
・
権

消防出初め式
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平
成
７
年
１
月
17
日
の
午
前
５
時
46

分
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
地
震
の
被
災
地
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
地
震
の
発
生
を
忘
れ

ず
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理

解
と
協
力
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
１
月

17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
月
15
日
〜
１

月
21
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
で
、
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
考
え
よ
う
！

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
４
）

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
（
農
業

集
落
排
水
事
業
使
用
料
を
含
む
）
の
支

払
い
は
、
口
座
振
替
納
付
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
納
付
は
、
手
間
が
か
か
ら

ず
便
利
で
、
市
の
経
費
節
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
日

●

水
道
料
金
…
メ
ー
タ
検
針
月
の
27
日

●

下
水
道
使
用
料
…
メ
ー
タ
検
針
月
の

翌
月
末
日

※
い
ず
れ
も
、
振
替
日
が
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
次
の
営
業
日

が
振
替
日
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み

通
帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
、

直
接
、
指
定
す
る
金
融
機
関
へ
、
ま
た

は
、
申
し
込
み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
同
課
へ

取
り
扱
い
金
融
機
関

み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

三
重
銀
行
、
百
五
銀
行
、
中
京
銀
行
、

第
三
銀
行
、
三
重
信
用
金
庫
、
東
海
労

働
金
庫
、
伊
勢
農
業
協
同
組
合
、
三
重

県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
、
国
で
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担

平
成
20
年
４
月
以
降
、
窓
口
で
の
負

担
割
合
が
、
現
在
の
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年

３
月
は
、
１
割
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
す
で
に
３
割
負
担
を
し
て

い
る
人
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
一
定
の
障
が
い
認
定
を
受

け
た
人
は
除
き
ま
す
。

被
扶
養
者
の
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
な
る
前
日
に
、
被
用
者
保
険（
※
）の

被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
人
の
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

●

平
成
20
年
４
月
〜
９
月
は
、
無
料
と

な
り
ま
す

●

平
成
20
年
10
月
〜
平
成
21
年
３
月
は
、

９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す

※
被
用
者
保
険
…
政
府
管
掌
健
康
保

険
・
企
業
の
健
康
保
険
・
公
務
員
の
共

済
組
合
な
ど
の
健
康
保
険
。
国
民
健
康

保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」
２
月
号
・

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
19
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康

保
険
料(

税)

お
よ
び
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
分
）
の
納
付
済
額
を
、
１
月
下

旬
に
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
・
県
民
税
申
告
と
所
得
税
確
定
申

告
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
保
険
料
の
年
金
天
引
き

分
（
特
別
徴
収
分
）
は
、
公
的
年
金
の

源
泉
徴
収
票
・
年
金
振
込
通
知
書
・
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し

医
療
保
険
課
（
1
@1
５
５
５
２
）

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

（
農
業
集
落
排
水
事
業
使
用
料
）
の

口
座
振
替
の
お
願
い

上
下
水
道
部
料
金
課
（
1
@1
５
６
１
４
）

国
民
健
康
保
険
料(

税)

介
護
保
険
料

納
付
済
額
を
は
が
き
で
通
知

（
1
@1
５
５
５
０
）

（
1
$2
１
１
１
２
）

（
1
@2
７
８
６
１
）

（
1
@2
０
２
３
５
）

（
1
@1
５
５
６
４
）

（
1
$2
１
１
１
３
）

（
1
@2
７
８
６
２
）

（
1
@2
０
２
３
５
）

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
料
係

二
見
総
合
支
所
生
活
環
境
課

小
俣
総
合
支
所
生
活
環
境
課

御
薗
総
合
支
所
生
活
環
境
課

介
護
保
険
課
介
護
保
険
料
係

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

国
民
健
康
保
険
料(

税)

に
つ
い
て

介
護
保
険
料
に
つ
い
て



三重県最低賃金　１時間につき 689円 （ 10月 27日以降適用 ） 

※ただし 、 次の業種には 、 産業別最低賃金が適用されます 。 

産業別最低賃金　　　　　　　　　　　 （ 12月 26日以降適用 ） 

紡績業 

ガラス・同製品製造業 

銑鉄鋳物 、 可鍛鋳鉄 、 鋳鉄管製造業 

電線・ケーブル製造業 

洋食器・刃物・手道具・金物類製造業 

一般機械器具製造業 （ 一部業種を除く ） 

電気機械器具 、 情報通信機械器具 、 

電子部品・デバイス製造業 （ 一部業種を除く ） 

輸送用機械器具製造業 （ 一部業種を除く ） 

業　種 日額 時間額 

－ 

－ 

5,907円 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

711円 

755円 

739円 

774円 

773円 

762円 

759円 

796円 

せんてつ かたんちゅうてつ 
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病
院
の
所
有
地
を
売
却
し
ま
す

伊
勢
総
合
病
院
（
1
@3
５
１
１
１
）

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

最
低
賃
金
額
の
確
認
を

三
重
労
働
局
賃
金
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
８
）

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署（
1
@8
２
１
６
４
）

伊
勢
市
観
光
振
興

基
本
計
画(

案)

の
閲
覧

観
光
企
画
課
（
1
@1
５
５
６
５
）

病
院
が
所
有
し
て
い
る
次
の
土
地
を
、

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

所
在
地

中
村
町
桜
が
丘
１
０
０
番
39

地
目

宅
地

面
積

２
６
４
・
46
㎡

最
低
売
却
価
格

１
１
１
０
万
２
千
円

入
札
参
加
条
件

個
人
ま
た
は
法
人
で
、

一
定
の
参
加
資
格
を
満
た
す
人
（
入
札

保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み

２
月
１
日

（金）
〜
８
日

（金）
に
、

一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
と
添
付
書

類
を
、
直
接
同
病
院
総
務
課
（
２
階
）へ

※
詳
し
く
は
、
「
病
院
所
有
財
産
売
払

い
（
一
般
競
争
入
札
）
の
ご
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※「
病
院
所
有
財
産
売
払
い（
一
般
競
争

入
札
）の
ご
案
内
」は
、
１
月
４
日

（金）
か

ら
、同
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
伊
勢

総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w
w
.ho

sp
ital.ise.m

ie.jp
/

）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

入
札
日

２
月
15
日

（金）

入
札
場
所

伊
勢
総
合
病
院
・
２
階
総

務
課
横
会
議
室

最
低
賃
金
に
は
、
産
業
や
職
種
に
関

係
な
く
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
を
含
む
）に
適

用
さ
れ
る「
三
重
県
最
低
賃
金
」と
、
特

定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る
「
産
業
別
最

低
賃
金
」
と
が
あ
り
ま
す
。

最
低
賃
金
額
を
下
回
る
こ
と
の
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
は
、
伊
勢
市
の
観
光
を
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
方
針
を
明
ら
か
に
す

る
「
伊
勢
市
観
光
振
興
基
本
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
中
間
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。

◆
中
間
案
の
閲
覧

閲
覧
期
間

１
月
４
日

（金）
〜
２
月
１
日

（金）

閲
覧
場
所

同
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
各
支
所
、
市
役
所
本
館
・
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、
伊
勢
図
書
館
、
小
俣

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

:/
/
w
w
w
.

c
ity

.is
e
.m
ie
.jp

）
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

◆
意
見
の
提
出

提
出
方
法
　
２
月
1
日

（金）
ま
で
に
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
（
様
式

は
自
由
）し
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516
│

8601

岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、
FAX
@1
５
５
２
２
、

ア
ド
レ
スkanko

@
city

.ise.m
ie.jp

）へ

伊
勢
都
市
計
画
道
路
（
三
重
県
決
定

お
よ
び
伊
勢
市
決
定
）
の
変
更
案
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

変
更
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
人
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
変
更
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間

１
月
25
日

（金）
〜
２
月
８
日

（金）

縦
覧
場
所
　

●

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
三
重

県
決
定
）
…
三
重
県
県
土
整
備
部
都
市

政
策
室
、
同
課
、
伊
勢
図
書
館

●

伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
伊
勢

市
決
定
）
…
同
課
、
伊
勢
図
書
館

◆
意
見
書
の
提
出

提
出
資
格

市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人

提
出
方
法
　
２
月
８
日

（金）
ま
で
に
、
意

見
書（
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
）を
、
直

接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
次
の

提
出
先
へ

提
出
先

●

三
重
県
決
定
の
変
更
案
…
三
重
県
県

土
整
備
部
都
市
政
策
室
（
〒
514
│

8570
津

市
広
明
町
13
、
FAX
０
５
９
・
２
２
４
・

３
２
７
０
）

●

伊
勢
市
決
定
の
変
更
案
…
同
課
（
〒

516
│

8601
岩
渕
１
丁
目
７
│

29
、FAX
@1
５
５

８
５
）
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ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 
※放送時間や内容は、変更することがありますのでご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 市長新春インタビュー（1/1～6） 

 ● 住宅用火災警報器（1/7～31） 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集（１月） 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 
※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し
ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ
ジェストを放送します。 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

12/31～1/6 

 

1/7～13 

 

1/14～20 

 

1/21～27 

 

 

1/28～2/3

 ● 休日・夜間応急診療所 
 ● 初参り観光交通対策 
 ● このごみ、何ごみ？ 
 ● 健康文化都市啓発事業 
 ● 税金の納付のお願い 
 ● インフルエンザの予防 
 ● 介護予防自主サークル

　活動紹介 
 ● おひなさまめぐり in二見 
 ● 市・県民税の申告 
 ● おひなさまめぐり in二見 

■お知らせ 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 
（放送日：1/16～31） 

分 番組 

1/7～13 

12/31～1/6 

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

このまちの昭和 

iTVニュース 

和を楽しむ 

鳥羽水族館新・水の惑星紀行 

年末年始ダイジェスト放送 
（これまでに放送した番組のダイジェスト） 

分 番組 

1/14～20

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

探歩々隊 

スポーツで遊ぼう！ 

iTVニュース 

PET☆PET 

Ladies Angler

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

1/21～27

0 

30 

40 

0 

20 

24 

30

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

1/28～2/3

0 

30 

40 

0 

20 

30 

42

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

のんびりいこう 

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

バラ組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

償
却
資
産
の
申
告

課
税
課
固
定
資
産
税
係
（
1
@1
５
５
３
３
）

勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年11月結果 2.5 2.6 2.4 1.4

1.6 2.1 2.7 1.5

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年11月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（11月19日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きい

ほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される

酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

１
月
１
日

（祝）
現
在
、
市
内
に
事
業
用

の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

申
告
期
限
の
１
月
31
日

（木）
ま
で
に
、
同

係
へ
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日（１月１日を除く）

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合があります）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き １月７日（月）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（１月９日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（１月16日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（１月23日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育

〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談・日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）



※日の指定がない相談の年始の相談日については、

各問い合わせ先へ問い合わせてください。
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１月の無料相談
種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日
午後１時30分～３時30分
※１月14日（月）は祝日のため、
15日（火）に行います。

ところ 広報広聴課（1@15515）
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き １月10日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター
対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み １月４日（金）～９日（水）に、社会

福祉協議会小俣支所（1@70509）
へ来所または電話

と　き １月17日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所（ハート
プラザみその内）（1@26617）

対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み １月10日（木）～16日（水）に、社会福祉

協議会御薗支所へ来所または電話

と　き 第３水曜日（１月16日）
午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）
定　員 ４人（先着順）
申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日
午前９時～午後４時
（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口
(三重県栄町庁舎・３階）
（1津059ー228ー7350）

（ ）

と　き ２月７日（木）
午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会伊勢支所（福祉
健康センター内）（1@72425）

対　象 市内に住所を有する人
定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）
申し込み １月31日（木）～２月６日（水）に、社会福

祉協議会伊勢支所へ来所または電話
※１月中に申し込みを開始するため、今
月号で掲載します。

種 別

行　政

登　記

相談日など

と　き 第２火曜日（１月８日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（１月10日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き １月10日（木）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き １月８日（火）・22日（火）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き １月15日（火）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き １月29日（火）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

消費生活
架空請求など（ ）

多重債務
司法書士による

クレジット・
消費者金融など（ ）

と　き 第３木曜日（１月17日）

午前９時30分～11時30分

（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前８時30分から

広報広聴課（1@15515）へ電話



夫婦岩の月の出

おばた参宮市11
25

11
24

11
18
12
2

12
2

防災訓練

お伊勢さん健康マラソン大会

まちの話題
・

離宮院公園で「おばた参宮市」が開催され

ました。

この行事は、近年、道路整備などが進んだ

離宮院公園周辺（小俣町本町地区）の魅力を

再発見することを目的として、初めて開催さ

れたものです。

この日は、さまざまなステージイベントや、

手作りにこだわった商品の販売、スタードー

ムの組み

立て体験

などが行

われ、た

くさんの

人でにぎ

わいまし

た。

内宮～外宮間の御幸道路で、お伊勢さん健

康マラソン大会が開催され、北は北海道から

南は佐賀県まで、総勢2,377人が参加し、日ご

ろから鍛えた健脚を披露しました。

26回目を迎えた今回は、５㎞マラソン・10㎞

マラソンに加え、新たに健康ウォーキングの部

が設けられ、参加者たちは、自分たちの思い思

いのペースで師走の伊勢路を駆け抜けました。

11月24日・25日、夫婦岩の間から昇る満月

を見るため、多くの人が二見興玉神社を訪れ

ました。

夏至のころに夫婦岩の間から朝日が昇るの

は有名ですが、10月～１月の満月のころ、す

っきりと晴れた日には、夫婦岩の間からきれ

いな満月が昇り、朝日とはひと味違った幻想

的な雰囲気が漂います。

両日とも水平線に少し雲がかかり、残念な

がら富士山を見ることはできませんでしたが、

満月が姿を現すと、大きな歓声に包まれまし

た。

今後は、

１月22日

～24日が

見ごろと

なります。

広

報

■発行／伊勢市　■編集／総務部広報広聴課
〒516-8601 伊勢市岩渕１丁目７番29号
10596-21-5515 FAX0596-22-9699
URL http://www.city.ise.mie.jp
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp
広報いせ　第27号　平成20年１月１日発行
印刷　株式会社アイブレーン

人の動き（11月末現在）

総人口 136,046人（－86人）

世帯数 52,957世帯（－30世帯）

男性 64,628人（－13人）

女性 71,418人（－73人）

※外国人登録者を含む。

御薗町内で、自治会と行政との協働による

防災訓練が行われました。

11月18日、上長屋地区では約60人が参加し、

消防職員から消火

器や防災資機材の

操作指導を受けた

後、危険個所や避

難経路などを確認

するタウンウォッチ

ングを行いました。

また、12月２日には新高地区でも約60人が

参加し、まちの中

の危険個所や消火

器の位置などを確

認しました。

いずれの地区で

も、タウンウォッ

チングの後で防災

マップを作成し、災害時における地域の課題

や避難経路などについて、熱心に話し合いま

した。


